







会などの関係者と、情報交換を行ったり議論を重ねてきた。また平成 9 年 7 月には、教員養成審議
会が教員養成の改善方策について答申を出し、教員の資質能力の向上を訴えていた。しかし、何といっ





の新設 ･ 必修化（2 単位）、以上の 3 点である。そしてその後、矢継ぎ早にこれらの制度化が行われ、
①「教職大学院制度の創設」については、平成 20 年 4 月に 19 校の教職大学院が先行スタートし、
今年度は新たに 5 校がこれに続いた。また、②「教員免許更新制の導入」については、平成 19 年 6

























　教職実践演習の新設 ･ 必修化について初めて提言がなされたのは、平成 18 年 7 月の中央教育審議
会答申であったが、そのかなり以前から前触れはあったと言ってよい。すなわち、国が求める教員
の資質能力について初めて言及されたのは、昭和 62 年 12 月の教員養成審議会答申『教員の資質能
























































































































































































































どの内容項目を例示している。そしてそれぞれ、A: 十分到達している、B: 到達している、C: 指導助





愛情、責任感や使命感）、③教科内容等の指導力（教材内容の工夫、計画 ･ 指導 ･ 評価スキル）、④
子ども理解や学級経営等の能力（子どもの実態把握、集団の掌握）、以上の 4 領域 8 項目について、
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